
＜要約＞
POINT① 今シーズンの「歓送迎会」「花⾒」への参加回数は「昨年並み」。

参加率はいずれも前年同様3割程度か ・・・Ｐ3-6
Ø 今年の「歓送迎会」「花⾒」への参加回数の⾒込みを聞いたところ、3圏域（⾸都圏・
関⻄圏・東海圏）合計で、参加回数は「昨年と変わらない」が「歓送迎会」（85.7％）、
「花⾒」（88.6％）とも、2013年の調査開始以来過去最多。

Ø 「歓送迎会」では参加回数が昨年より「増えそう」（9.3％）が、「減りそう」
（5.0％）を上回った。

Ø 「花⾒」では参加回数が昨年より「増えそう」（9.0％）が、「減りそう」（2.4％）を
上回った。

【参考】
2017年の参加率は「歓送迎会」が31.9％、「花⾒」が29.0％（3圏域合計）。

POINT② 1回あたりの予算は「花⾒」で2年ぶり微増予想 ・・・Ｐ7-8
Ø 「歓送迎会」 1⼈1回あたり想定⾦額は「3,000円〜4,000円未満」（27.9％）が最も
多く、続いて「5,000〜6,000円未満」（27.7％）が多い。平均予算は4,034円（前年
⽐-59円）で、2年ぶりにマイナス予想。

Ø 「花⾒」 1⼈1回あたり想定⾦額は「2,000円未満」（28.7％）が最多。平均予算は
2,490円（前年⽐+29円）と2年ぶりに予算が微増。

POINT③ 「歓送迎会」の相⼿は「会社・仕事関係」が最多の36.3％、
「花⾒」は「友⼈・知⼈関係」が最多だが、過去6年では最低の割合

・・・Ｐ9-10
Ø 「歓送迎会」 の相⼿は、「会社・仕事関係」の相⼿との会がありそうと答えた割合が
36.3％と最多で、前年（35.7％）より0.6ポイント増加。

Ø 「花⾒」の相⼿は、「友⼈・知⼈関係」の相⼿との会がありそうと答えた割合が20.6％
と最多だが、2013年の調査開始以来、年々減少している。
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2018年春の「歓送迎会」「花⾒」参加予定者は各3割程度か
想定⽀出⾦額は「花⾒」が2,490円/回（昨年⽐+29円）

「歓送迎会」は4,034円/回（昨年⽐-59円）

2018年3⽉14⽇

株式会社リクルートライフスタイル(本社︓東京都千代⽥区、代表取締役社⻑︓淺野 健)の外⾷市場に関する調
査・研究機関「ホットペッパーグルメ外⾷総研」（https://www.hotpepper.jp/ggs/）は、2018年春の「歓送
迎会」「花⾒」についてのカスタマーアンケートを実施し、その動向を発表いたします。

【本件に関するお問い合わせ先】 株式会社リクルートライフスタイル ホットペッパーグルメ外⾷総研
https://www.hotpepper.jp/ggs/ Eメール問い合わせ︓hpg_gs@waku-2.com

「花⾒」の予算が2年ぶり微増︕ 「歓送迎会」＆「花⾒」の動向を調査

https://www.hotpepper.jp/ggs/
mailto:hpg_gs@waku-2.com
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調査概要と回答者プロフィール

!調査名

!調査方法

!調査対象

)事前調査
,調査目的

/調査時期

2調査対象

3調査内容 本調査78協力意向=普段8外食頻度=普段8中食頻度

E配信数 IJKLMIN 件

P回収数 INLJST 件

U本調査対象者数 TMLWKI 件

XY本調査対象者8 Z本調査[\=回答者8偏_`[abcdefghij=割付`mneop回収qhr
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)本調査
,調査方法

/調査期間

2配信数 TILITW 件

3回収数 TyLIMM 件 �回収率 JJ�K  �

E有効回答数 TyL�KJ 件 �首都圏 NL�yS 件= 関西圏 �LMWy 件= 東海圏 �LIWI 件�

XY集計方法jstp

Xj合¤¥p¦§¨�数`補正qh«¬­®¯°±集計`mneoptbr

XI圏域Z計 TyL�KJ 件 �首都圏² NLKNJ 件=関西圏² �LKNN 件=東海圏² TLNJN 件�
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本調査8協力者`募集gbhij実施

Z補正後8¦§¨�数\次8通_r

首都圏=関西圏=東海圏j住ù�y½MW歳8男女�株式会社È±³!�8登録$%Á¶�

Z事前調査[本調査78協力意向)得+,h$%Á¶8中-+=脱落率`加味qp設定qh必要数`6§78j抽出q=本
;;調査8案内=¶�`通知r
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!"#

凡例!件数(人*補正後#

増加
0
計

減少
0
計

4圏域計0789:年 !<=98>7:?# 9.3 5.0

時系列

4圏域計0789?年 !<=98>C8D# 9.3 5.3

4圏域計0789D年 !<=98>7E9# 10.1 5.4

4圏域計0789F年 !<=98>8C?# 10.8 5.4

4圏域計0789C年 !<=E>FFD# 11.2 6.2

4圏域計07894年 !<=:>449# 12.4 6.5

首都圏 !<=F>:F?# 9.6 5.0

関西圏 !<=7>:FF# 8.9 5.3

東海圏 !<=9>F?F# 8.9 4.2

性年代別 男性Q78歳代 !<=:DD# 19.4 3.9

男性Q48歳代 !<=9>8D8# 11.5 4.7

男性QC8歳代 !<=9>7DE# 10.5 4.5

男性QF8歳代 !<=EF4# 8.2 4.9

男性QD8歳代 !<=9>874# 5.0 7.3

女性Q78歳代 !<=:4C# 18.8 8.6

女性Q48歳代 !<=9>848# 9.9 5.3

女性QC8歳代 !<=9>749# 6.1 4.5

女性QF8歳代 !<=E4?# 4.6 3.9

女性QD8歳代 !<=9>8:4# 2.7 2.8

圏域別

昨年UV

大XY増Z[\

1.6

1.2

1.6

1.5

1.6

1.7

昨年UV

]]増Z[\

7.7

8.1

8.5

9.3

9.6

10.8

昨年^

変`abc

85.7

85.4

84.4

83.8

82.6

81.1

昨年UV

]]減V[\

3.4

3.7

3.9

3.7

4.1

4.4

昨年UV

大XY減V[\

1.6

1.6

1.5

1.7

2.0

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
構成比

z

1.8

1.7

1.0

7.9

7.3

7.9

85.4

85.8

87.0

3.5

3.3

3.0

1.5

2.0

1.2

z

5.2

2.0

1.6

1.4

0.9

4.2

1.2

0.4

0.3

0.2

14.2

9.5

8.8

6.8

4.1

14.6

8.7

5.6

4.4

2.5

76.7

83.8

85.1

86.9

87.8

72.6

84.8

89.4

91.4

94.5

3.1

3.3

3.4

3.5

4.5

4.9

3.7

3.1

2.9

1.9

0.8

1.4

1.1

1.4

2.8

3.7

1.7

1.4

1.0

0.9

z

1．今春の「歓送迎会」「花⾒」への参加率は「昨年並み」。参加率は前年同様3割程度か
＜歓送迎会＞ 2018年春の「歓送迎会」への参加回数の⾒込みは、「昨年並み」という回答が過去6年で最多
であった。増加派（「昨年より⼤きく増えそう」＋「昨年よりやや増えそう」）が計9.3％（前年計9.3％）、
減少派（「昨年より⼤きく減りそう」＋「昨年よりやや減りそう」）が計5.0％（前年計5.3％）と増加派が
減少派を若⼲上回った（3圏域合計）が、全体として⼤きな変化はなさそうだ。なお、2017年の「歓送迎
会」の参加率は31.9％（3圏域合計、P5）であった。今年も同程度の参加率が⾒込まれる。性年代別の特徴
としては、男性が⼥性より参加率が⾼い傾向があり、特に50代で差が⼤きい。

＜花⾒＞2018年春の「花⾒」への参加回数の⾒込み（P4）でも、「昨年並み」という回答が過去6年で最多
であった。増加派（「昨年より⼤きく増えそう」＋「昨年よりやや増えそう」）が計9.0％（前年計9.3％）、
減少派（「昨年より⼤きく減りそう」＋「昨年よりやや減りそう」）が計2.4％（前年計2.6％）と増加派が
減少派を若⼲上回った（3圏域合計）が、全体としてこちらも⼤きな変化はなさそうだ。なお、2017年の
「花⾒」の参加率は29.0％（3圏域合計、P5）であったので、今年も同程度の参加率が⾒込まれる。性年代
別の特徴としては、男⼥とも60代の参加率が他の性年代よりも⾼い傾向にある。

■今年（2018年）の歓送迎会の参加回数の⾒込み（単⼀回答）

※歓送迎会は店舗で⾏うもののみを尋ねている。

Ø増加・計︓「昨年より⼤きく増えそう」「昨年よりやや増えそう」のいずれかを回答した⼈
Ø減少・計︓「昨年よりやや減りそう」「昨年より⼤きく減りそう」のいずれかを回答した⼈
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凡例!件数(人*補正後#

増加
0
計

減少
0
計

4圏域計0789:年 !<=98>7:?# 9.0 2.4

時系列

4圏域計0789?年 !<=98>C8D# 9.3 2.6

4圏域計0789D年 !<=98>7E9# 10.7 2.3

4圏域計0789F年 !<=98>8C?# 11.1 2.5

4圏域計0789C年 !<=E>FFD# 12.2 2.6

4圏域計07894年 !<=:>449# 14.0 2.8

首都圏 !<=F>:F?# 9.1 2.4

関西圏 !<=7>:FF# 10.0 2.6

東海圏 !<=9>F?F# 7.1 2.1

性年代別 男性Q78歳代 !<=:DD# 13.9 2.8

男性Q48歳代 !<=9>8D8# 8.4 1.6

男性QC8歳代 !<=9>7DE# 6.3 1.8

男性QF8歳代 !<=EF4# 5.5 2.7

男性QD8歳代 !<=9>874# 7.2 3.8

女性Q78歳代 !<=:4C# 16.3 3.6

女性Q48歳代 !<=9>848# 11.7 2.6

女性QC8歳代 !<=9>749# 7.0 1.6

女性QF8歳代 !<=E4?# 6.2 1.8

女性QD8歳代 !<=9>8:4# 10.3 2.4

圏域別 1.2

1.0

0.6

7.9

9.0

6.6

88.6

87.4

90.7

1.8

2.0

1.7

0.6

0.7

0.5

z

4.4

1.1

1.0

0.5

0.2

2.2

0.8

0.3

0.3

0.3

9.5

7.4

5.3

5.1

7.0

14.2

11.0

6.6

5.9

10.0

83.3

90.0

91.9

91.8

89.0

80.1

85.7

91.4

92.0

87.2

2.4

1.1

1.4

1.7

2.5

2.5

1.8

1.3

1.5

2.1

0.4

0.4

0.4

1.0

1.3

1.0

0.7

0.3

0.2

0.3

z

昨年UV

大XY増Z[\

1.0

0.8

1.1

0.8

0.9

1.0

昨年UV

]]増Z[\

8.0

8.5

9.6

10.2

11.3

13.0

昨年^

変`abc

88.6

88.1

86.9

86.5

85.2

83.2

昨年UV

]]減V[\

1.8

2.1

1.9

2.0

2.0

2.1

昨年UV

大XY減V[\

0.6

0.5

0.5

0.5

0.6

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
構成比

z

■今年（2018年）の花⾒の参加回数の⾒込み（単⼀回答）

Ø増加・計︓「昨年より⼤きく増えそう」「昨年よりやや増えそう」のいずれかを回答した⼈
Ø減少・計︓「昨年よりやや減りそう」「昨年より⼤きく減りそう」のいずれかを回答した⼈

※花⾒は、店舗および店舗以外の屋外やホームパーティで⾏うものも含めて尋ねている
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凡例#件数&人(補正後,

-圏域計 #12345678,

圏域別
首都圏 #12<57<8,

関西圏 #12657<<,

東海圏 #1235<8<,

性年代別 男性E64歳代 #127GG,

男性E-4歳代 #12354G4,

男性EH4歳代 #12356GI,

男性E<4歳代 #12I<-,

男性EG4歳代 #123546-,

女性E64歳代 #127-H,

女性E-4歳代 #12354-4,

女性EH4歳代 #12356-3,

女性E<4歳代 #12I-8,

女性EG4歳代 #123547-,

参加MN

29.0

参加MOPQP

71.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

構成比

z

28.9

30.4

27.1

71.1

69.6

72.9

z

30.8

25.4

23.5

25.5

36.5

26.2

29.9

24.4

29.0

40.5

69.2

74.6

76.5

74.5

63.5

73.8

70.1

75.6

71.0

59.5

z

凡例#件数&人(補正後,

-圏域計 #12345678,

圏域別
首都圏 #12<57<8,

関西圏 #12657<<,

東海圏 #1235<8<,

性年代別 男性E64歳代 #127GG,

男性E-4歳代 #12354G4,

男性EH4歳代 #12356GI,

男性E<4歳代 #12I<-,

男性EG4歳代 #123546-,

女性E64歳代 #127-H,

女性E-4歳代 #12354-4,

女性EH4歳代 #12356-3,

女性E<4歳代 #12I-8,

女性EG4歳代 #123547-,

参加MN

31.9

参加MOPQP

68.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

構成比

z

32.8

30.3

31.2

67.2

69.7

68.8

z

45.0

44.4

38.7

42.5

31.7

37.0

26.1

22.7

18.8

15.1

55.0

55.6

61.3

57.5

68.3

63.0

73.9

77.3

81.2

84.9

z

2．（参考）【2017年春】の歓送迎会・花⾒への参加有無

■昨年（2017年）の花⾒の参加有無（単⼀回答） ※今回（2018年）調査で聴取

■昨年（2017年）の歓送迎会の参加有無（単⼀回答） ※今回（2018年）調査で聴取

※「昨年（2017年）の歓送迎会・花⾒に参加した回数」の再カテゴライズ （外れ値処理前のデータを使⽤）
Ø参加した︓「2017年2⽉」〜「2017年5⽉」までの各時期のいずれかで「1回」以上、回答した⼈
Ø参加していない︓ 「2017年2⽉」〜「2017年5⽉」までの全ての時期で「0回」と回答した⼈
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!回#

凡例!件数(人*補正後#

平均

参加回数

23回含56

平均

参加回数

23回除86

9圏域計 !=>?3@ABC# 0.74 2.34

圏域別
首都圏 !=>G@BGC# 0.78 2.39

関西圏 !=>A@BGG# 0.70 2.33

東海圏 !=>?@GCG# 0.68 2.20

性年代別 男性PA3歳代 !=>BRR# 1.22 2.76

男性P93歳代 !=>?@3R3# 1.01 2.29

男性PS3歳代 !=>?@ART# 0.93 2.41

男性PG3歳代 !=>TG9# 1.13 2.67

男性PR3歳代 !=>?@3A9# 0.75 2.36

女性PA3歳代 !=>B9S# 0.86 2.31

女性P93歳代 !=>?@393# 0.58 2.21

女性PS3歳代 !=>?@A9?# 0.47 2.08

女性PG3歳代 !=>T9C# 0.33 1.74

女性PR3歳代 !=>?@3B9# 0.29 1.90

0回

68.1

1回

13.5

2回

9.3

3回以上

8.8

無回答

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
構成比

z

67.1

69.7

68.7

13.7

12.3

14.8

9.7

9.0

8.1

9.2

8.7

7.9

0.3

0.3

0.4

z

55.0

55.6

61.2

57.3

68.2

63.0

73.9

77.2

81.2

84.9

16.2

19.4

13.9

17.8

12.4

16.2

12.0

10.8

10.0

7.9

12.1

13.4

12.6

11.6

9.4

9.7

7.4

6.7

6.1

4.0

15.3

11.3

11.7

13.0

9.7

11.0

6.7

5.3

2.6

3.1

1.4

0.3

0.5

0.3

0.3

0.1

―

0.1

0.1

0.1

z

!回#

凡例!件数(人*補正後#

平均

参加回数

23回含56

平均

参加回数

23回除86

9圏域計 !=>?3@ABC# 0.47 1.61

圏域別
首都圏 !=>G@BGC# 0.46 1.59

関西圏 !=>A@BGG# 0.50 1.65

東海圏 !=>?@GCG# 0.43 1.62

性年代別 男性PA3歳代 !=>BRR# 0.61 2.04

男性P93歳代 !=>?@3R3# 0.43 1.70

男性PS3歳代 !=>?@ART# 0.33 1.42

男性PG3歳代 !=>TG9# 0.38 1.50

男性PR3歳代 !=>?@3A9# 0.53 1.45

女性PA3歳代 !=>B9S# 0.45 1.75

女性P93歳代 !=>?@393# 0.47 1.57

女性PS3歳代 !=>?@A9?# 0.39 1.60

女性PG3歳代 !=>T9C# 0.42 1.46

女性PR3歳代 !=>?@3B9# 0.69 1.71

0回

70.9

1回

18.9

2回

6.7

3回以上

3.2

無回答

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
構成比

z

71.0

69.6

72.8

18.9

19.0

18.4

6.7

7.5

5.6

3.1

3.6

2.8

0.3

0.3

0.4

z

69.2

74.6

76.4

74.4

63.3

73.8

70.1

75.5

71.0

59.5

18.2

16.8

17.6

17.8

25.5

15.9

18.6

16.5

19.2

22.5

6.1

5.4

4.4

5.6

7.4

6.9

8.8

4.7

7.1

11.8

5.2

3.0

1.4

1.9

3.4

3.1

2.5

3.1

2.8

6.1

1.4

0.2

0.2

0.3

0.3

0.3

―

0.2

―

0.1

z

3．（参考）【2017年春】の歓送迎会・花⾒への参加回数

■昨年（2017年）の歓送迎会の参加回数（実数回答） ※今回（2018年）調査で聴取

■昨年（2017年）の花⾒の参加回数（実数回答） ※今回（2018年）調査で聴取

※「平均参加回数」は、外れ値として上下0.1%の範囲のデータを除いて集計している

※「昨年（2016年）の歓送迎会・花⾒に参加した回数」の再カテゴライズ （外れ値処理後のデータを使⽤）
Ø「0回」︓「2⽉」〜「5⽉」までの参加回数の合計が「0回」の⼈
Ø「1回」︓「2⽉」〜「5⽉」までの参加回数の合計が「1回」の⼈
Ø「2回」︓「2⽉」〜「5⽉」までの参加回数の合計が「2回」の⼈
Ø「3回以上」︓「2⽉」〜「5⽉」までの参加回数の合計が「3回」以上の⼈
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!件数$人&補正後*
参加費 想定額

想定額1

前年比

5678年 4,753 2.6 4.6 8.7 27.9 21.1 27.7 2.7 1.5 1.0 0.1 1.9 0.1 9 :;6<: === >?@

567A年 2,579 2.1 3.2 6.3 25.0 23.6 29.6 3.9 2.3 1.5 0.1 2.3 0.1 :;58@ === :;6@< B7 C86

567D年=B7 2,580 1.4 2.3 6.0 25.0 23.3 30.6 5.0 2.5 2.0 0.1 1.7 0.1 :;<?@ B7 :;67< B5 >:5

567?年=B5 2,609 2.2 3.4 6.2 25.0 23.1 30.8 3.7 2.0 1.8 0.1 1.8 0.1 :;<:: B5 :;6?? B< C?<

567:年=B< 2,582 2.0 2.9 6.7 26.1 23.0 29.5 4.4 2.3 1.1 0.1 1.8 0.1 :;5:5 B< :;665 B: C7D

567<年=B: 2,475 2.3 3.6 6.6 27.0 22.1 28.8 3.9 2.2 1.4 0.3 1.9 0.1 :;788 B: <;@8D B? 9

5675年=B? 2,383 1.6 3.4 7.4 27.6 21.8 28.3 3.8 2.3 1.8 0.1 1.9 0.1 :;5:A B? 9 9

B7$567A年調査G聴取JKL1 B:$567:年調査G聴取JKL1 構成比!O* &平均!円*$6円S除UK平均値

B5$567D年調査G聴取JKL1 B?$567<年調査G聴取JKL1

B<$567?年調査G聴取JKL1

平均!円*

歓

送

迎

会

7回7人\K]想定額

7回7人\K]参加費

時

系

列

D千b

A千円

未満

A千b

8千円

未満

8千b

@千円

未満

@千b

7万円

未満

7万円

以上

無回

答
6円

5千円

未満

!6円

除j*

5千b

<千円

未満

<千b

:千円

未満

:千b

?千円

未満

?千b

D千円

未満

0

10

20

30

40

50
!O*

2018年k1回1人\K]想定額

2017年k1回1人\K]参加費

4．平均予算は「歓送迎会」が4,034円（前年⽐-59円）で2年ぶり減額予想、
「花⾒」は2,490円（前年⽐+29円）で2年ぶり増額予想

予算について、過去6年の結果と今年の想定額を⽐較した。
＜歓送迎会＞2017年における「歓送迎会」の実際の費⽤をみると、1⼈1回あたり「5,000円〜6,000円
未満」に⼤きな⼭、「3,000円〜4,000円未満」に⼩さな⼭があったが、2018年は、2つの⼭の⾼さが逆
転する予測になっている。1⼈1回あたりの想定⽀出⾦額平均は4,034円（前年⽐-59円）で2年ぶりにマ
イナス予測となった。
＜花⾒＞⼀⽅、「花⾒」（P8）については、2017年の実際の費⽤と今年の想定⾦額ともに「2,000円未
満」が最多で、実績、想定ともに3,000円未満計で過半数のシェアを占めている。1⼈1回あたりの想定⽀
出⾦額平均は2,490円（前年⽐+29円）と2年ぶりのプラス想定であった。

＜3圏域計＞

■歓送迎会の⽀出額実績と今年の想定⾦額（ 1⼈1回あたり参加費・実数回答）
※⽀出額実績は参加者ベース、今年の想定⾦額は参加する機会がありそうな⼈ベース

※平均は、「0円（⾃分では払わない）」を除いて集計している
※外れ値として各費⽤の上下0.1%の範囲のデータを除いて集計している。歓送迎会は店舗で⾏うもののみを尋ねている
※想定額は、⾃分で払ってもいい額として尋ねている
※参加費は、⾃分で払っていなくても会にかかった1回1⼈あたりの⾦額を尋ねている
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!件数$人&補正後*
参加費 想定額

想定額1

前年比

5678年 4,663 3.6 28.7 27.5 25.7 5.7 7.0 0.5 0.3 0.3 0.0 0.7 0.1 9 5:;<6 === >5<

567?年 2,182 5.0 31.5 27.1 21.8 5.5 6.3 0.9 0.4 0.3 0.1 0.9 0.1 5:;@< === 5:;A7 B7 CD;

567A年=B7 2,227 5.5 33.5 25.3 21.5 5.4 5.7 0.8 0.5 0.3 0.1 1.4 0.1 5:;AD B7 5:;<@ B5 >77

567@年=B5 2,182 5.8 31.0 25.0 24.1 4.5 6.9 0.6 0.4 0.3 0.0 1.3 0.1 5:@7? B5 5:;8; BD >AA

567;年=BD 2,167 4.6 33.3 26.4 23.0 4.3 6.0 0.6 0.2 0.5 0.1 0.9 0.1 5:;;A BD 5:;78 B; C777

567D年=B; 2,128 4.6 35.0 26.3 21.8 4.5 5.3 0.7 0.3 0.4 0.1 0.9 0.1 5:D8D B; 5:@5< B@ 9

5675年=B@ 2,079 4.3 33.1 28.1 21.7 4.8 5.4 0.8 0.2 0.4 - 1.1 0.1 5:;DD B@ 9 9

B7$567?年調査G聴取JKL1 B;$567;年調査G聴取JKL1 構成比!O* &平均!円*$6円S除UK平均値

B5$567A年調査G聴取JKL1 B@$567D年調査G聴取JKL1

BD$567@年調査G聴取JKL1

平均!円*

W

花

見

7回7人[K\想定額

7回7人[K\参加費

時

系

列

A千a

?千円

未満

?千a

8千円

未満

8千a

<千円

未満

<千a

7万円

未満

7万円

以上

無回

答
6円

5千円

未満

!6円

除i*

5千a

D千円

未満

D千a

;千円

未満

;千a

@千円

未満

@千a

A千円

未満

0

10

20

30

40

50
!O*

2018年j1回1人[K\想定額

2017年j1回1人[K\参加費

＜3圏域計＞

■花⾒の⽀出額実績と今年の想定⾦額（1⼈1回あたり参加費・実数回答）
※⽀出額実績は参加者ベース、今年の想定⾦額は参加する機会がありそうな⼈ベース

※平均は、「0円（⾃分では払わない）」を除いて集計している
※外れ値として各費⽤の上下0.1%の範囲のデータを除いて集計している。お花⾒は、店舗および店舗以外の屋外やホーム
パーティで⾏われたものも含めて尋ねている
※想定額は、⾃分で払ってもいい額として尋ねている
※参加費は、⾃分で払っていなくても会にかかった1回1⼈あたりの⾦額を尋ねている
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!件数$人&補正後*

会社-仕事
関係

学校関係
地域6集8
96関係

趣味-<=
>?関係

家族-親族
関係

友人-知人
関係

E6他6
関係

当HI
8JK6
ILM

N圏域計-QRST年 10,287 36.3 3.6 2.1 4.3 3.0 8.0 0.5 53.8

N圏域計-QRSV年 10,406 35.7 3.8 2.1 4.2 2.8 8.2 0.7 53.8

N圏域計-QRSW年 10,291 36.8 4.1 2.3 4.7 2.7 9.1 0.7 51.6

N圏域計-QRSX年 10,047 36.7 4.3 2.2 5.2 3.6 10.1 0.8 50.6

N圏域計-QRSY年 9,556 36.7 4.4 2.5 5.5 3.1 9.7 0.8 50.9

N圏域計-QRSN年 8,331 38.0 5.5 2.8 6.1 3.8 12.4 1.0 47.9

首都圏 5,857 36.9 3.9 1.9 4.2 3.0 8.0 0.5 53.3

関西圏 2,855 34.9 3.4 2.2 4.7 3.2 8.9 0.7 54.4

東海圏 1,575 36.9 2.6 2.6 4.2 2.4 6.8 0.4 54.7

男性aQR歳代 866 40.6 12.0 3.1 9.0 4.7 12.0 1.0 44.0

男性aNR歳代 1,060 54.7 1.8 1.4 2.9 2.5 7.1 0.5 40.5

男性aYR歳代 1,269 54.3 1.2 1.6 2.8 1.3 6.4 0.0 40.8

男性aXR歳代 953 53.3 1.2 1.8 3.6 1.7 6.4 0.5 41.1

男性aWR歳代 1,023 29.5 1.0 3.7 4.8 3.4 10.1 0.6 58.6

女性aQR歳代 834 40.8 9.1 1.1 5.7 4.4 10.1 0.3 46.3

女性aNR歳代 1,030 33.7 3.8 2.5 3.1 3.8 9.0 0.7 57.1

女性aYR歳代 1,231 25.6 4.9 1.6 2.8 2.7 6.1 0.6 63.6

女性aXR歳代 937 21.7 2.3 1.4 3.4 3.4 8.4 0.5 66.9

女性aWR歳代 1,083 9.1 0.9 2.8 6.4 2.8 6.9 0.4 76.8

太字 N圏域計g9SRhijk以上高M項目 構成比!t*

N圏域計g9SRhijk以上低M項目

&前年比hijk差$x!N圏域計-QRST年*y!N圏域計-QRSV年*z{算出

圏
域
別

性
年
代
別

時
系
列

36.3%

3.6% 2.1%
4.3% 3.0%

8.0%

0.5%
0

10

20

30

40

50
!t*

首都圏 関西圏 東海圏 3圏域計-2018年前年比hijk差�R�W��

yR�Q��
�R�R��

�R�S��
�R�Q��

yR�Q��

yR�Q��

5．会社・仕事関係の相⼿との「歓送迎会」は増加予想、
友⼈・知⼈関係の相⼿との「花⾒」は過去6年で最も少ない予想

2018年春の「歓送迎会」「花⾒」を誰と⾏うかについて聞いた。
＜歓送迎会＞「歓送迎会」では「会社・仕事関係」が最多で36.3％（前年⽐+0.6ポイント）であった。「会
社・仕事関係」の相⼿は、数値が落ち込んだ前年よりは割合が微増しており、企業業績の堅調さや福利厚⽣
充実の流れを背景に、積極的にこうした宴会が企画されている可能性がありそうだ。
＜花⾒＞「花⾒」では「友⼈・知⼈関係」が最多で20.6％（P10）であったが、前年⽐では「友⼈・知⼈関
係」（20.6％）が前年⽐-0.9ポイント、2番⽬に多い「家族・親族関係」（19.7％）でも前年⽐-0.8ポイン
トと、ともに減少傾向にあり、全体の参加回数が横ばいの中「会社・仕事関係」は前年⽐+0.2ポイントとや
や回復し、「家族・親族関係」がシェアを減少させた。

■参加する機会がありそうな歓送迎会の相⼿（複数回答）
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■参加する機会がありそうな花⾒の相⼿（複数回答）

!件数$人&補正後*

会社-仕事
関係

学校関係
地域6集8
96関係

趣味-<=
>?関係

家族-親族
関係

友人-知人
関係

E6他6
関係

当HI
8JK6
ILM

N圏域計-QRST年 10,287 12.2 1.5 2.1 4.4 19.7 20.6 0.9 54.7

N圏域計-QRSV年 10,406 12.0 1.2 2.6 4.4 20.5 21.5 0.8 52.9

N圏域計-QRSW年 10,291 12.8 1.8 2.2 5.3 20.4 22.2 1.0 52.3

N圏域計-QRSX年 10,047 12.9 1.8 2.8 6.0 22.3 23.8 0.9 49.4

N圏域計-QRSY年 9,556 12.3 1.8 2.7 5.9 22.1 23.9 1.1 49.9

N圏域計-QRSN年 8,331 14.3 2.4 3.1 6.4 23.0 27.2 1.2 46.1

首都圏 5,857 12.5 1.7 2.1 4.6 18.9 21.1 0.9 54.6

関西圏 2,855 11.6 1.3 2.4 4.6 21.3 22.1 1.1 53.0

東海圏 1,575 11.9 1.0 1.8 3.1 19.7 16.2 0.8 57.9

男性aQR歳代 866 21.3 5.8 2.9 4.9 9.1 17.7 1.0 56.8

男性aNR歳代 1,060 20.8 1.3 2.3 2.9 12.6 16.0 0.7 58.8

男性aYR歳代 1,269 18.3 0.4 1.9 2.4 13.7 12.9 0.7 60.1

男性aXR歳代 953 14.6 0.7 1.7 4.1 14.7 12.5 0.5 61.8

男性aWR歳代 1,023 8.8 0.2 3.9 6.1 24.4 16.1 1.5 51.8

女性aQR歳代 834 14.0 3.0 1.4 4.9 19.2 29.5 1.6 48.7

女性aNR歳代 1,030 10.2 2.2 2.2 3.3 25.9 29.5 1.3 49.3

女性aYR歳代 1,231 6.5 1.5 1.2 2.4 22.7 20.1 0.6 57.8

女性aXR歳代 937 5.4 0.1 1.2 4.3 23.0 24.3 0.7 55.3

女性aWR歳代 1,083 3.0 0.4 2.9 9.4 30.3 30.0 0.9 44.6

太字 N圏域計g9SRhijk以上高M項目 構成比!t*

N圏域計g9SRhijk以上低M項目

&前年比hijk差$x!N圏域計-QRST年*y!N圏域計-QRSV年*z{算出

圏
域
別

性
年
代
別

時
系
列

12.2%

1.5% 2.1%
4.4%

19.7% 20.6%

0.9%

0

10

20

30

40

50
!t*

首都圏 関西圏 東海圏 3圏域計-2018年

前年比hijk差�R�Q��

�R�N�� yR�X��
�R�R��

yR�T�� yR����

�R�S��


